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1. はじめに 

THE BEST Program では、未利用・再生可能エネルギー

の利用、高性能外皮、高効率機器、高度な自動制御など、

様々な省エネルギー手法の計算をすることができる。ま

た、平成 25 年省エネ基準対応ツール(以降 BEST)では、自

動的に省エネ基準相当の仕様を計算することができるた

め 1)、こうした省エネ手法の導入効果の差異が容易に確認

できる。本報では ZEB 化手法毎の導入効果や ZEB 化の可

能性について検討をおこなった事例について報告する。 

2. 対象モデルの概要 (表 1・図 1) 

井水・木質チップ・太陽光などの未利用エネルギー活

用や、高性能ガラス・高断熱化・庇などの高性能外皮の

□ 

表 1 建築および設備概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入、潜顕分離空調・LED 照明・各種制御などの高効率

化設備システムの導入、自然換気やナイトパージといっ

た自然エネルギー利用など、ZEB 化を目指して設計され

た市庁舎を対象モデルとした。 

3. シミュレーション概要 (表 2・表 3) 

ZEB 化メニューを建築的手法、設備的手法、運用的手

法として分類した。ただし、駐車場設置の太陽光発電は、

ZEB 化建物の可能性ために本検討で追加したものである。 

①の負荷削減～⑥効率的運用までを省エネルギー手法

を階層構造と捉え、①から順次追加した場合の ZEB 化建

物の可能性について検討した。次に、各々の省エネ因子

の導入効果分析のために、1)基準に対して個別要素を追加

するものと、2)ZEB 化モデルから個別要素を削除したも

のを分析した。つまり、基準加算評価では C0 からの BEI

の上昇率が省エネルギー性を、逆に ZEB 減算評価では

C10 からの低下率が省エネルギー性を現すものである。 

 

表 2 ZEB 化メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3 シミュレーションケース 

 

 

 

 

 

 

 

敷地概要 建築場所 

建物用途 

敷地面積 6,710㎡ 建築面積 1,980㎡ 

延床面積 7,248㎡ 階数 地上4階 

受変電設備 

太陽光発電設備 

熱源設備 

換気設備 

衛生器具設備 

給水設備 

給湯設備 

昇降機 エレベータ 

島根県（気象データ：大阪） 

建物概要

市庁舎 

電気設備

高圧6.6kV本線1回線受電 

照明設備 

高効率照明器具（LED、H蛍光灯） 

昼光利用制御、初期照度補正制御(執務室)

人感センサー制御(階段、トイレ、給湯室、更衣室) 

40kW （屋上設置） 

ペリメータ：放射冷暖房パネル、共用部：放射冷暖房パネル、空調設備

木質チップボイラー、地下水熱利用 

空調設備 

外気処理：デシ力ント外調機、1階執務室・議場：床吹出空調 

1階多目的ホール：温水式床曜房約300㎡

機械換気、自然換気（自然通風・ナイトパージシステム） 

衛生設備

大便器:暖房洗浄便座付き超節水型、洗面器:自動単水栓 

上水・雑用水2系統加圧給水方式、雑用水への雨水利用 

局所給湯方式（電気、ガス） 

可変電圧可変周波数制御方式（電力回生制御なし） 

図 1 モデル市庁舎 断面イメージ 

放射冷暖房パネル 床暖房

ウォータールーバー
による日射制御

床吹出空調

逆流防止窓
による熱排気

ルーバー・平庇
による日射遮蔽

煙突効果の利用

自然換気

ナイトパージ

木質バイオ
マス利用

地下水熱
直接利用

太陽光発電

高効率LED照明

昼光利用制御

デシカント空調機

CO2制御

高顕熱・高効率形
パッケージ空調機

排気ファンの
人感発停制御

照明の明るさ・人感
センサーによる点滅制御

超節水形便器

吹抜上部の熱だ
まり空間の確保

吹抜上部の仕切り壁の設置

水のゆらぎを感じる
自然採光

個別効果（基準建物加算評価） 個別効果（ZEB建物減算評価）
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①負荷削減

（閉鎖型）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

②負荷削減

（開放型）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○ ○

④設備ｼｽﾃﾑ高効

率化（未利用）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑤効率的運用

（ｵﾝｻｲﾄ）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑥効率的運用

（ｵﾌｻｲﾄ）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ZEB化のメニュー ZEB化の仕様 

•高断熱　　　　　 
•高性能ｶﾞﾗｽ　Low-Eｶﾞﾗｽ

•日射遮へい　鋼製刀ﾙｰﾊﾞｰ・水平庇・ｳｫｰﾀｰﾙｰﾊﾞｰ

•自然換気

•ﾅｲﾄﾊﾟｰｼﾞ

•高効率熱源(AC)高顕熱型PAC・CO2制御
•高効率空調(AC)デシカント空調・輻射空調

•高効率照明(L)高効率LED照明・昼光利用・人感ｾﾝｻｰ

•高効率換気(V)人感ｾﾝｻｰ

•節湯器具(HW)節水ｼｬﾜｰ
•井水利用 
•木質ﾁｯﾌﾟﾎﾞｲﾗ
•太陽光発電（建物屋上）

•室内設定温度の緩和

•省電力OA機器の導入

•太陽光発電（駐車場） 

※下線はBEST未対応なため、入力時のモデル化によって感度解析を行った。
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4.シミュレーション結果 

4.1 複合導入効果 (図 2・3) 

ZEB 化手法の複合導入効果として、図 2 に段階的に

ZEB 化手法を導入した場合のエネルギー消費量と創エネ

ルギー量の関係を、図 3 に基準建物と ZEB 化建物の月別

エネルギー消費量の比較を示す。 

①~⑤までのオンサイトでの ZEB 化手法の導入によって、

全エネルギー基準・コンセントを除くエネルギー基準共

に過半を超える省エネ化が可能であり BEI＝約 0.4 となる。

また、隣接した駐車場に大規模な太陽光発電を設置する

ことによって ZEB 化が可能となる。ただし、冬期や梅雨

などの太陽光発電量が低下する時期はエネルギー需要＞

創エネとなっている。また、自然換気・ナイトパージを

行っている中間期のエネルギー削減率が大きい。 

4.2 個別導入効果 (図 4～6) 

ZEB 化手法の個別導入効果の比較として、基準建物加

算評価(図 4 上段)について、ZEB 建物減算評価(図 4 下段)

について、年間エネルギー消費量内訳および BEI 値を示

す。図 5 に建物全体の BEI 値とコンセントを除く BEI 値

の変化を示す。 

基準建物加算評価では、C8(運用改善)、C4(高効率照明)、

C7(未利用エネルギー)、C1(高性能外皮)、C3(高効率空調)

の順で BEI の上昇率が大きい＝影響度が強い。ただし、

コンセントを除いた場合、C1(高性能外皮)は C8(運用改善)

と同程度の効果である。よって、4.1 で示したように、

ZEB 化検討のための第 1 歩として外皮の高性能化を検討

することは妥当であることがわかる。 

ZEB 建物減算評価では、C17(未利用エネルギー )、

C14(高効率照明 )、C18(運用改善 )、C13(高効率空調 )、

C11(高性能外皮)の順で低下率が大きい＝影響度が強い。

よって、ZEB 建物における影響度の順位と、基準建物に

おける影響度の順位が異なっており、ZEB 建物では、高

効率設備・未利用エネルギーの導入がより重要となる。 

ただし、図 6 の ZEB 建物減算評価におけるコア時間の

基準階室温変動に示すように、ZEB 建物(C10)では年間を

通じて 22～28℃であった室温が、基準仕様外皮＋自然換

気(C11)の中間期中央値で 2K 近く上昇するという結果に

なり、外皮仕様の対策は必須であることがわかる。 

5.まとめ 

ZEB 化建物の可能性と、基準建物および ZEB 化建物を

対象とした各種手法による導入効果を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ZEB 化手法の階層的分析結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 基準建物と ZEB 建物の月別エネルギー消費比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 個別導入効果のエネルギー消費量比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 個別導入効果の BEI 比較 
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図 6 基準階事務室空調時間帯室温(ZEB 建物減算評価) 
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